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　　　令和４年度 横浜市二ツ橋地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

コロナ禍で孤立する高齢者も増加傾向になり、体力低下のリスクが高まっています。地域の方の交流も減少し
ている為、新生活様式の中、コロナ対策を行いながら、地域活動が再開及び継続で出来るように支援していく
必要があります。また、地域住民が自分の生き方を自分で決めることができる支援も求められています。いつ
までも自分らしく暮らし続けるための支援を行っていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

令和４年に完成した瀬谷区版エンディングノートガイドブックを用いて、エンディングノートの記入（作成）を支援し、
地域住民が自分の人生を振り返り、今後の人生を自分らしく過ごし、自分らしく締めくくることができるように努めま
す。

コロナ感染対策を周知させるとともに、地域活動再開に向けて、必要な情報を提示し、継続のための支援をします。

サロン等通いの場の担い手同士の情報交換の機会としてサロン等通いの場連絡会を開催します。また、通いの場
の機能（交流や見守り等）を振り返る機会を提供します。

ケアプラザ所内の５職種会議にて四半期ごとに地域課題と支援方針の整理を行い、地域支援の方針について共
通認識をもてる機会を設けます。

一人暮らし高齢者、高齢世帯が抱える課題（緊急連絡先、閉じこもり、消費者被害、アルコール等）について地域
住民やサービス事業所、専門職等と共に考える機会をもち、安心して生活ができるよう支援します。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

主任ケアマネジャー（管理者）１名（常勤兼務）

看護師　１名（常勤兼務）

社会福祉士　１名（常勤兼務）

介護支援専門員　２名（非常勤専従　２名）

管理者　　１名　(常勤兼務)

介護支援専門員３名
(常勤兼務１名、非常勤専従２名)

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

1　利用者本人の役割や強み、達成可能な目標設定を意識したケアプランを作
成します。

２　ケアマネジャーが地域とのつながりやインフォーマルサービスを意識した
介護予防プランを作成します。

１　住み慣れた地域で自立した日常生活ができ
ることを目標に居宅サービス計画を作成しま
す。

２　医療機関、介護保険事業所、地域資源等と
連携を図り、多様な事業者から効率的にサービ
スが提供されるように調整し、常にご利用者の
立場で公正中立な居宅サービス計画を作成しま
す。

令和４年度 横浜市二ツ橋地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

公平な立場で地域の介護サ－ビスを説明するとともに、利用者が自己選択できるよう
にハートページ等を使用し、様々な情報を提供し調整します。利用中の状況把握から
サ－ビス変更など、利用者との相談調整を欠かさず行います。

　朝礼・夕礼において、当日のヒヤリハットや事故・事
務ミス当を共有し、意識の醸成を行います。
　また、各部門会議において、他施設で起きた事故
等の共有を行います。
　5月頃に行う全体職員会議において、個人情報保
護研修を行い、個人情報の取扱いについて職場全
体で共有します。



実施
体制

《介護職員処遇改善加算Ⅰ》

《介護職員処遇改善加算Ⅰ》

職員
体制

 (事業対象者)

 （要支援2/週2回程度)
52円 103円 155円

26円 52円 78円
 (事業対象者)

契約
者数
等

【延べ利用者数】

　(要支援1)

　(要支援2/週1回程度) 26円 52円 78円

利用
料金

・
実費
負担

2,468円

《要介護4》

《運動器機能向上加
算》

　242円 483円 724円

《体制強化》

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

　所定単位数に1000分の59を乗じた単位数を加算

《介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ》

　所定単位数に(Ⅱ)1000分の10を乗じた単位数を加算

生活相談員５名
　（常勤兼務３名、非常勤兼務２名）
介護職員12名
　（常勤兼務３名、非常勤兼務９名）
看護職員４名（非常勤兼務）

《要支援2》　 3,675円 7,350円 11,025円

加算額

《要支援1》 1,793円 3,585円 5,377円

　(要支援2/週1回程度) 1,793円 3,585円 5,377円

所定単位数に1000分の59を乗じた単位数を加算

《介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ》

　所定単位数に(Ⅱ)1000分の10を乗じた単位数を加算

(1割負担) (2割負担) (3割負担)

《個別機能訓練加算
Ⅰｲ》

 60円 120円 180円

《体制強化Ⅲ》 7円 13円 20円

加算額

《入浴》 43円 86円 129円

939円 1,878円 2,817円

《要介護5》 1,050円 2,099円 3,149円

《要介護1》 　608円 1,216円 1,824円

《要介護2》 719円 1,437円 2,155円

《要介護3》

(1割負担) (2割負担) (3割負担)

829円 1,658円

目標

１　利用されるお一人お一人の生き方を大切にし、その人ら
しく活き活きと健やかに過ごせるようにサービスを提供いた
します。

２　家族に対しても、介護疲れの軽減をはじめ、介護技術や
介護上の相談ができる、安心で身近な窓口となるよう心がけ
ます。

３　地域に開かれた施設として、ボランティア活動の受け入
れを積極的に行い交流を広げていきます。また、各部門や他
機関との協力・連携を図り、職員一人ひとりが専門職として
地域社会の資源となるように努めます。

４　デイサービスが利用者の在宅生活を支える担い手の1つと
なるよう、身体・精神・環境等、あらゆる面における状況の
的確な把握に努めます。「専門職としての知識」と「思いや
り」をもって、利用者が必要としていることは何かを正しく
理解し受け止め、実現に向けて行動いたします。

【実施日数】
　359日（年末年始6日間休み）
【提供時間】
　10：15～15：20
【定員】
　31名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,343,486 17,343,486 17,343,486 横浜市より

50,000 50,000 50,000

70,000 0 70,000 0 70,000

70,000 70,000 70,000

0 0

0 0

2,668,415 2,668,415 2,668,415 施設使用料（1977500）法人負担分（690915）

20,131,901 0 20,131,901 0 20,131,901

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,649,561 0 12,649,561 0 12,649,561

9,741,000 9,741,000 9,741,000

1,099,000 1,099,000 1,099,000

1,724,000 1,724,000 1,724,000

11,000 11,000 11,000

7,000 7,000 7,000

64,000 64,000 64,000

3,561 3,561 3,561

99,850 0 99,850 0 99,850

5,000 5,000 5,000

10,000 10,000 10,000

0 0 0

32,850 32,850 32,850

6,000 6,000 6,000

9,000 0 9,000 0 9,000

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 9,000 9,000 9,000

15,000 15,000 15,000

0 0 0

12,000 12,000 12,000

5,000 5,000 5,000

5,000 5,000 5,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,617,000 0 2,617,000 0 2,617,000

505,000 505,000 505,000

2,112,000 2,112,000 2,112,000

3,989,000 0 3,989,000 0 3,989,000

1,863,000 1,863,000 1,863,000

920,000 920,000 920,000

208,000 208,000 208,000

835,000 0 835,000 0 835,000

空調衛⽣設備保守 345,000 345,000 345,000

消防設備保守 22,000 22,000 22,000

電気設備保守 56,000 56,000 56,000

害⾍駆除清掃保守 22,000 22,000 22,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 390,000 390,000 390,000

0 0 0

163,000 163,000 163,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

120,000 0 120,000 0 120,000

0 0

120,000 120,000 120,000

0 0

0 0

182,490 182,490 182,490 駐車場加算分（79％）

20,131,901 0 20,131,901 0 20,131,901

0 0 0 0 0

50,000 0 50,000 0 50,000

505,000 0 505,000 0 505,000

△ 455,000 0 △ 455,000 0 △ 455,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和４年度　「横浜市二ツ橋地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

23,724,510 23,724,510 23,724,510 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

4,393,000 4,393,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

4,393,000 4,393,000 4,393,000 法人負担分（4393000）

34,073,510 0 34,073,510 0 34,073,510

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,693,250 0 30,693,250 0 30,693,250

14,195,000 14,195,000 14,195,000

3,776,000 3,776,000 3,776,000

9,772,000 9,772,000 9,772,000

38,000 38,000 38,000

27,000 27,000 27,000

2,882,250 2,882,250 2,882,250

3,000 3,000 3,000

149,750 0 149,750 0 149,750

36,000 36,000 36,000

39,000 39,000 39,000

0 0 0

0 0 0

31,000 31,000 31,000

15,000 0 15,000 0 15,000

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 15,000 15,000 15,000

0 0

0 0 0

3,750 3,750 3,750

15,000 15,000 15,000

0 0 0

10,000 10,000 10,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,867,000 0 1,867,000 0 1,867,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

863,000 863,000 863,000

154,000 154,000 154,000

220,000 220,000 220,000

0 0

1,035,000 0 1,035,000 0 1,035,000

482,000 482,000 482,000

239,000 239,000 239,000

61,000 61,000 61,000

246,000 0 246,000 0 246,000
空調衛⽣設備保守 93,000 93,000 93,000
消防設備保守 6,000 6,000 6,000
電気設備保守 17,000 17,000 17,000
害⾍駆除清掃保守 7,000 7,000 7,000
駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 123,000 123,000 123,000

0 0 0

7,000 7,000 7,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

154,000 0 154,000 0 154,000

0 0

154,000 154,000 154,000

0 0

0 0

48,510 48,510 48,510 駐車場加算分（21％）

34,073,510 0 34,073,510 0 34,073,510

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,237,000 0 1,237,000 0 1,237,000

△ 1,237,000 0 △ 1,237,000 0 △ 1,237,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0
目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和４年度　「横浜市二ツ橋地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和４年４月１日～　　令和５年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

13,183 13,183 23,541 23,541 73,290 73,290

0 0 0 0 0 0 26 0 26

事業・負担金収入 0 0 26 26

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

13,183 0 13,183 23,541 0 23,541 73,316 0 73,316

5,441 5,441 16,245 16,245 51,313 51,313

68 68 50 50 202 202

172 172 700 700 15,156 15,156

0 0 6,588 6,588

6,458 0 6,458 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 6,458 6,458 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

12,139 0 12,139 16,995 0 16,995 73,259 0 73,259

1,044 0 1,044 6,546 0 6,546 57 0 57

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費(業務委託費）

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護・第1号通所介護

施設名：横浜市二ツ橋i地域ケアプラザ



横浜市二ツ橋地域ケアプラザ

1 ちびっこルーム
平成23年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

コロナ禍で居場所が減り、孤立しがちな子
育て世代が横のつながりを持つきっかけの
場として、また相談できる場として開催。

３：養育者及
び乳幼児

【内容】子育て世代の集いの場。フリース
ペース。
【時期】毎月第４金曜日10：30～11：30（８
月１２月のぞく）

2 親子でぎゅーっとスキンシップ
平成21年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

瀬谷区内の保育園と区内ケアプラザが連
携し、地域の子育て世代に子育てのヒント
や相談の場を提供するために開催。

３：養育者及
び乳幼児

【内容】未就園児と保護者への子育てにつ
いてアドバイスを行う。区内保育園共催で
１月１回。

3 来て！見て！知って！遊ぼう
平成29年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

瀬谷区子育て応援ネットワーク主催で瀬谷
区内の未就園児と保護者を対象に、子育
て世代が孤立せず居場所を提供できるよう
情報提供を行うことが目的。

３：養育者及
び乳幼児

【内容】子育て応援ネットワーク開催。区内
の未就園児と保護者向けに子育ての居場
所、繋がる場として様々なイベントを実施
する。
【時期】１１月１回

4 子育て世代向け講座 令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域とつながりの少ない世代が多世代交
流を体験し、地域を身近に感じるきっかけ
の場であり、横のつながりを持つきっかけ
の場として開催。

３：養育者及
び乳幼児

【内容】未就園児親子が参加しやすい講座
を改題し、ヨコのつながりがもてるような講
座を開催。
【時期】４年数回。

5 小学生福祉講座
平成22年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

小学生及び親世代にケアプラザの周知や
若い世代から福祉を身近に感じる場として
実施。

４：子ども・青
少年

【内容】小学生及び親世代にケアプラザの
周知や若い世代から福祉を身近に感じる
場として実施。
【時期】夏休み１回

6 ふたちゃん文庫
平成28年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

三ツ境駅近辺に子育て向け本の貸し出し
をする場所がなく不便であるとの声を受け
開催。
寄附を募り多世代にも子育て世代とのつな
がる機会ともなる。

３：養育者及
び乳幼児

【内容】図書館が遠い地域である二ツ橋エ
リアの子育て世代が気軽に絵本や子育て
本にふれることができるよう多目的ホール
利用以外の時間に実施。
【時期】年間通してちびっこルーム開催時。

7 障害者余暇支援「スタイルF」
平成29年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

就労開始する１０代から２０代の障害のあ
る方が地域とつながるきっかけの場として
開催。地域住民との交流から、相談の場、
やりがい、思いやりの気持ちを育て、地域
共生のつながりの場を提供する。

２：障害児・
者

【内容】ボッチャやウォーキング、クリスマス
会など季節に合わせたイベントを開催。
【時期】偶数月第１日曜日開催。

8
障害者余暇支援「ハッピーハッ
ピー」

令和3年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

就労している障害者が自立心を育て、横の
つながりを得るための余暇支援団体を後
方支援する

２：障害児・
者

【内容】普段運動する機会が少ないため
ボッチャ等スポーツと交流のための音楽イ
ベント等を開催。
【時期】奇数月第３日曜日

9 障害者余暇支援「みんなの会」 令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域住民との交流を通して障害理解の機
会を得るとともに、当事者も多くの経験をす
ることで自己肯定感を育むことを目的に日
帰り旅行を開催する。

２：障害児・
者

地域住民

【内容】日帰り旅行を開催。旅行の計画か
ら関わり、自主的に活動する力を育て、
様々な世代の方と団体活動することで、地
域の中で住みよい関係性を築く。
【時期】１０月１回

10 ゆるカフェ 令和3年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

６０代がが体操を通して交流する活動。地
域の中で横のつながりを持つことで、活躍
の場が拡がるよう交流する。３年度自主事
業から自主活動団体となったため最大３年
の後方支援を行い継続的な活動になるよ
う支援する。

５：地域

【内容】毎月１回体を動かすメニューや紅
茶の淹れ方講座など、横のつながりがもて
るような講座を開催。
【時期】毎月第４木曜日

11 音の広場コンサート 令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

身近な場所で楽しむことを共有し、お互い
に話をすることから、多世代との交流を図
る。また普段利用しない世代へケアプラザ
の周知をする。

５：地域

【内容】多世代向けコンサートｔｐケアプラザ
周知のミニ講座。音楽イベントの他ケアプ
ラザ事業の紹介。
【時期】年１回。時期未定。コロナ感染状況
に合わせて

12 ボランティア育成講座 令和3年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

様々な活動内容を提供し、多くの方がボラ
ンティアに興味を持ち、活動できるよう様々
な講座を用意し、活動の入り口を拡げる。

５：地域
【内容】トーンチャイムボランティアのフォ
ローアップ。運営への助言を行う。

13 男のボランティア事務局
平成14年
度

５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

区内の高齢者世帯の生活支援を引き受け
るボランティア団体の事務局を行う。 １：高齢者

【内容】活動団体へのボランティアコーディ
ネートなど事務局業務。
【時期】月１回定例会。その他年間通して
申込受付調整。

14 ボランティア交流会
平成19年
度

５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

様々な活動を行っているボランティア同士
が互いの活動を理解し、共有することで活
動の場や内容を拡げ、ボランティア精神を
再確認する機会を提供する。

５：地域
【内容】ボランティア同士のグループワー
ク。活動紹介。
【時期】年１回時期未定。

15 貸館利用団体懇談会
平成20年
度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

様々な活動を行っている貸館利用団体同
士が互いの活動を理解し、共有することで
活動の場や内容を拡げ、福祉保健を広め
る機会を提供する。

５：地域

【内容】貸館団体交流や福祉活動への意
識向上を目指し、ミニ講座やお互いの活動
を理解し、協力し合えるような話合いの
場。
【時期】年１回３月ごろ

16 広報紙かがやき発行 平成4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

ケアプラザの活動の周知をするため偶数
月に発行。担当連合の回覧版での周知の
他に銀行や病院、その他施設などに配架
している。

５：地域

【内容】ケアプラザの事業や地域情報を紹
介し、地域住民が福祉活動の興味をもって
もらうよう広報する。
【時期】偶数月６回発行。回覧板や配架。
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１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）
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１︓優先的に取り組みが求められる事業
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17
よこはまシニアボランティアポイ
ント講座

令和4年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

よこはまシニアボランティア講習会開催を
通じ、ボランティア活動や地域活動を始め
るきっかけづくりを目的に行う。
また本講習会は横浜市域で行われてお
り、会場が遠方のため講習会に参加が難
しいことや瀬谷区公会堂実施時には定員
になることなど登録が叶わない例があるた
め、身近なケアプラザで開催し、気軽に登
録できる機会をつくることも目的とする。

５：地域

【内容】
（１）よこはまシニアボランティアポイントの
概要について[講義]
（２）ボランティアとは[講義]
（３）ボランティア初心者向け説明会
【時期】
秋ごろ

18 ボランティア講座 令和4年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

主にこれからボランティアデビューをされる
方を対象とし、活動への参加意識啓発、モ
チベーション向上、スキルアップなどを目的
とする。

５：地域

【内容】
「コミュニケーション」に関する講座。コミュ
ニケーションの技術ではなく、マインドを学
ぶ講座を予定。
【時期】
秋ごろ

19 サロン等通いの場連絡会 令和4年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

【目的】
通いの場の担い手を対象に、情報交換で
きる機会を設ける。

５：地域

【内容】
通いの場連絡会の開催。
情報交換会と見守りに関するミニ講座や情
報提供を予定。
【時期】
未定

20
かようの会　元気づくりステー
ション

平成23年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

元気づくりステーションとして自主活動期の
支援。担当エリアにお住いの高齢者が身
近に通える場で継続的に介護予防活動を
取り組むを提供する。

１：高齢者

【内容】
運動、脳トレなど。自主活動が継続できる
よう活動内容の支援。介護予防に資する
内容の情報提供。
【時期】　毎月第1・3火曜

21
カローリンぐっど　元気づくりス
テーション

平成25年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

元気づくりステーションとして自主活動期の
支援。カローリングを通じて、高齢者の介
護予防の拠点づくりと介護予防普及啓発
を行う。

１：高齢者

【内容】
カローリング、体操、高齢者同士の交流。
介護予防に資する内容の情報提供。
【時期】　毎月第１水曜・第3月曜

22 にこにこサロン健康教室 令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

瀬谷第四地区地域サロン「にこにこサロ
ン」と共催で介護予防普及啓発を目的に開
催する。

１：高齢者

【内容】
介護予防に関する内容を普及啓発する講
座を開催。
【時期】年１回

23 ＧＯＧＯ健康づくり教室
平成26年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域住民に介護予防における口腔ケア、
栄養、ロコモ予防の重要性を理解してもら
い、日常生活に予防的視点を取り入れても
らうことを目的とする。

１：高齢者

【内容】
介護予防普及啓発事業として運動、口腔
機能向上、栄養改善等を目的に開催。
【時期】
随時

24 太陽の会共催　体力測定会 令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護予防自主グループ「太陽の会」や地域
の高齢者が自身の体力を把握し介護予防
を取り組む動機付けを行うことを目的とす
る。また、グループを紹介することで介護
予防に資する通いの場への社会参加促進
を行う。

１：高齢者
【内容】
体力測定会と効果的な体操
【時期】年１回　６月

25 体操ボランティア「虹の架け橋」 令和3年度 ６：共催（２と３）
２：発展させるね
らい

体操ボランティア「虹の架け橋」が地域人
材として継続して活躍でき、新たな人材を
確保できるよう、H19年区主催リーダー育
成講座を実施した区とともに定例会へ参加
をしながら活動を支援する。

５：地域 1

【内容】毎月の定例会への参加
体操人材育成講座を共催
【時期】
定例会　年12回、人材育成講座　年１回

26 介護予防　出前講座 令和2年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域住民等を対象に、介護予防、暮らしに
まつわる情報など、各団体の求めるテーマ
や課題に応じた介護予防普及啓発を行う。

５：地域 6

【内容】ケアプラザが企画できる講座内容
をチラシ提示。住民主体の通いの場や地
域の担い手を対象に、テーマに応じた講座
をその場に出向き実施する。
【時期】　随時

27 初めての囲碁教室 令和4年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取り
組み

貸館利用団体の参加者減少に伴い、活動
の継続と、地域の住民の外出場所の周
知、確保するために貸館利用団体「喜楽
会」を講師に、初心者向けの囲碁教室を開
催する。

５：地域

【内容】喜楽会メンバーを講師に初心者あ
るいはしばらく囲碁をしていなかった地域
住民向けに囲碁をわかりやすく指導する。
【時期】６月１回

28 さとまつり
平成20年
度

７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域の祭りであるさとまつりの再開に向け
て、三ツ境支援チームとして実行委員会に
参加するとともに、地域の障害団体と連携
しまつりの支援を行なう。

５：地域 2
【内容】さとまつり実行委員会の参加、実施
会場の運営等の支援
【時期】７月２日

29
介護者のつどい
いっぷくの会

平成20年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護者の負担軽減のため介護者やその経
験者が交流しながらレスパイトを行い、適
切な介護が継続できるよう支援する。

５：地域
【内容】介護者に対する情報提供と、介護
者同士の情報交換。
【時期】隔月に開催。

30 シニアライフ講座 元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

高齢になり判断能力が低下しても一人暮ら
し、夫婦で生活している方が増えている。
判断能力が低下しても住み慣れた地域で
安心して生活を継続できる知識をもってい
ただくことを目的にとする。

１：高齢者 ５．地域
【内容】後見制度、相続遺言、死後事務な
どの権利擁護に関する講座の開催。
【時期】年２回程度

31 エンディングノート書き方講座 30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

高齢化と核家族化が進むなかで、万一の
ことに備えて自分の「考え」や「想い」を残
すエンディングノートが注目されている。一
人でも多くの人にエンディングノートを書い
ていただくことを目的に開催する。

５：地域

【内容】瀬谷区版エンディングノートの書き
方についてエンディングノートガイドブック
を用いて説明する。
【時期】随時
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